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2000

M-V-4フライトオペ集合写真

ASTRO-Eと実験班

M-V-4打上げM-V-4とランチャ班

1月10日

 
1月31日
-2月21日

 
2月9日
-10日

2月10日

2月21日
-3月10日

5月22日 
-６月４日

12月4日

S-310-29で 
大気光観測に成功

ATREXエアインテーク 
制御実験（フランスONERA
のS3超音速風洞）

宇宙機関運用諮問会議
（IOAG）の発足

M-V-4、X線天文衛星 
ASTRO-E 打上げ失敗
※1段目の燃焼異常のため最終速度
が足りず、衛星を軌道に乗せられ
なかった

MUSES-Cの 
タッチダウン試験（相模原）

MUSES-Cの熱真空試験 

観測ロケットSS-520-2 
打上げ（スバルバード実験場
／ノルウェー）
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定年退職者を送る会

M-V-4記者会見

S-310-29と実験班

M-V-4の飛翔データを見る実験主任たちM-V-4の飛翔データを見つめる電波誘導班

2月11日　南日本新聞 3月22日　南日本新聞
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2001

整備塔にセットされたM-V-5用1/2段接手と実験班

M-V-5用1/2段接手分離試験 分離試験1

分離試験2計測室

1月6日

 
 
1月11日
-12日

2月1日

 
3月1日

 
3月2日

5月17日

5月21日 

6月7日

6月25日

 
 
7月13日

 
8月21日

 
 
8月21日
-9月5日

9月22日

 
11月

 
11月20日

 
11月25日

12月12日

宇宙科学研究所が 
中央省庁再編に伴い、 
文部科学省の所管となる

第1回宇宙科学シンポジウム
開催

M-V 1/2段接手 
分離試験（内之浦）

小田稔名誉教授逝去 
（78歳）

「あすか」大気圏突入

三陸大気球観測所 
開設30周年記念式典 
（340機を超える放球実績）

KM-V2-1真空燃焼試験 
（能代）

ASTRO-EⅡ第1回設計会議

再使用ロケット実験機RVT
第2回離着陸実験 
（高度22m）（能代）

M-25-1TVC大気燃焼試験
（能代）

遠山文部科学大臣より 
宇宙三機関統合方針 
公式発表

ATREX-12エンジンシステム
地上燃焼試験（能代）

M-34-3TVC真空燃焼試験
（能代）

MUSES-C再突入カプセル
総合試験実施（相模原）

インド気球実験 
（星生成領域の観測）

KSC一般公開

M-14-3 TVC大気燃焼試験
（能代）
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3月2日　南日本新聞 8月22日　南日本新聞
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2002
2月4日

2月6日

3月26日

 
 
5月10日

 

5月23日

5月27日
-31日

7月

8月3日

 
9月26日

10月

10月25日

12月21日

S-310-31の打上げ、ドームの左にはS-310-32が打上げを待つ

発光雲を作るための搭載機器の準備

S-310-31

S-310-32の打上げ 夜空に広がる発光雲

S-310-32のランチャセット

S-310-32ノーズコーンかぶせ

「高速再突入実験（DASH）」
H-ⅡA-2で打上げ、分離失敗
※DASHが取付け架台から分離し
なかったため、予定軌道に乗せら
れなかった

S-310-30打上げ

飛翔体環境試験棟に 
新クリーンルーム完成  
（相模原）

「星の王子さまに会いに行き
ませんか」 
ミリオンキャンペーン開始
（～7月6日）

超薄型高高度気球 
到達高度53kmの 
世界最高高度記録達成

M-V-5用M-34伸展ノズル
機能試験（相模原）

「星の王子さまに会いにいき
ませんか」キャンペーンに 
88万人

S-310-31、32連続打上げ
スポラディックE層に伴う 
準周期エコーの構造と 
成因の解明

MUSES-C 
2003年5月のバックアップ・
ウィンドウに打上げ延期 

新宇宙機関個別法 
「独立行政法人宇宙航空 
研究開発機構」国会上程

マイクロ波イオンエンジンの
プロトモデルが18,000時間
の自律・耐久運転を達成

「のぞみ」 
地球スウィングバイ成功
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4月26日　南日本新聞

2月1日　南日本新聞 8月5日　南日本新聞
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2003

M-V-5打上げ 上段ロケットに組付けられたMUSES-C

回収カプセルと実験班

伸展ノズルの組付け 搭載機器のチェック

第１段モータのセグメントの結合

1月18日

3月28日
-31日 

5月9日

5月27日

 
5月31日

 
6月19日

 
8月2日

 
8月6日

10月1日

 
 

10月27日

12月9日 

 
 
12月23日
-1月9日

S-310-33打上げ

高校生の体験学習 第1回 
「君が作る宇宙ミッション」
開催

小惑星探査機「はやぶさ」
（MUSES-C）/M-V-5 
打上げ

「はやぶさ」 
イオンエンジン点火

野村民也名誉教授逝去 
（83歳）

「のぞみ」第2回 
地球スウィングバイ成功

「おおすみ」33歳で 
大気圏突入

小惑星1998SF36
「ITOKAWA （イトカワ）」と
命名

宇宙科学研究所、 
宇宙開発事業団、 
航空宇宙技術研究所が 
統合し、独立行政法人 
「宇宙航空研究開発機構」
（JAXA）発足 
宇宙科学研究本部へ 
KSCは内之浦宇宙空間 
観測所（USC）と改称

再使用ロケット実験機
（RVT-9）第3次離着陸実験
（高度30m）（能代）

「のぞみ」火星周回軌道への
投入を断念
※制御エンジンの不具合のため、 
予定軌道に乗せられなかった

南極大気球観測／南極周回
気球の宇宙線観測器 
およそ13日間、 
1万kmを飛翔
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5月10日　南日本新聞

探査機からの信号受信

8月2日　南日本新聞 5月24日　南日本新聞

コントロールセンターの電波誘導班
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2004

搭載機器からの信号を見つめる実験班

搭載機器の配線

搭載機器の組込み

搭載機器のチェック

1月18日

 
4月23日

5月17日

 
5月19日

8月9日

 
8月28日

11月20日

 
12月9日

12月13日

S-310-33 
電離層下部に見られる大気
発光の波状構造の解明を 
目的とした実験を実施

「ようこう」停波

「はやぶさ」 
地球と月の撮影に成功

「はやぶさ」 
地球スウィングバイ成功 
イトカワに向けて旅立つ

S-310-34で太陽帆船用の
薄膜帆を宇宙で展開

大気球を用いた展開型 
柔構造の大気突入飛行体の
自由飛行実験

ガンマ線天文衛星SWIFT 
打上げ 
JAXA宇宙科学研究本部、
検出器チームとして参加

「はやぶさ」のイオンエンジン
作動積算時間2万時間を 
突破

南極周回気球による 
BESS-Polar宇宙線 
観測実験実施

S-310-34ランチャセット S-310-34打上げ
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5月19日　南日本新聞

8月10日　南日本新聞

9月23日　南日本新聞

9月22日　南日本新聞
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2005

M-V-6打上げ

ASTRO-EII 整備塔から姿を現したM-V-6

4月12日

 
7月10日

 
7月29日

 
8月19日

8月24日

 
8月28日

 
9月12日

 
9月13日

9月30日

 
10月下旬-

 

11月12日

11月20日

 
11月26日

 
11月30日

12月8日

ペンシルロケット水平試射
50年

X線天文衛星「すざく」
（ASTRO-EⅡ）/M-V-6

「はやぶさ」小惑星イトカワの
撮影に成功

ペンシル水平試射50周年 
記念ロケットフェスティバル
で再現実験（幕張メッセ）

小型高機能科学衛星 
「れいめい」（INDEX）／ 
ドニエプルロケット 
（バイコヌール／カザフスタン）

超薄膜型高高度気球で 
初めて科学観測に成功

「はやぶさ」イトカワに到着
（20km地点）

「ようこう」大気圏突入

「はやぶさ」ホームポジション
（約7km地点）到着

「れいめい」 
オーロラの3色同時撮像と 
プラズマ粒子計測の 
定常観測を開始

「はやぶさ」ミネルバ分離

「はやぶさ」イトカワへの 
第1回タッチダウン成功 
88万人署名入りターゲット
マーカーがイトカワ表面到達

「はやぶさ」第2回着陸 
試料採取実験

「はるか」の運用終了

「はやぶさ」 
燃料漏れによって姿勢が 
安定せず、地球との通信が 
できなくなる
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コントロールセンターの電波誘導班

ASTRO-EII

M-V-6集合写真

M-V-6組立て ASTRO-EIIとの通信を見つめるX線グループ

9月30日　南日本新聞 7月12日　南日本新聞
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2006
1月22日

1月23日

 
2月1日 
-2日

2月21日

 
4月3日

 

5月22日

9月23日

 
10月15日

 
10月23日
-28日

11月26日

S-310-36、親機と子機を 
用いたアクティブ・フェイズド・
アレイ・アンテナ実験を実施

「はやぶさ」 
地上との通信復活

スーパープレッシャー気球 
性能試験 
福島県小野町民体育館にて
実施

赤外線天文衛星「あかり」
（ASTRO-F）/M-V-8

ペンシルロケット実験 
50周年記念碑除幕 
タイムカプセル埋納 
（国分寺）

「あかり」初観測画像公開

太陽観測衛星「ひので」
（SOLAR-B）/M-V-7

内之浦宇宙空間観測所 
一般公開

「ひので」各望遠鏡観測開始 

小杉健郎教授逝去（57歳）

M-V-8

SOLAR-B

SOLAR-Bと実験班 ASTRO-F

M-V-7打上げ
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M-V-7フライトオペ集合写真

S-310-36ランチャセット S-310-37集合写真

小杉健郎「ひので」衛星主任

2月23日　南日本新聞 9月24日　南日本新聞
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2007

S-520-23組立て

S-310-37頭胴部チェック

S-520-23尾翼筒取付け S-310-37打上げ

1月16日

 
1月17日
-18日

 
4月17日

 
4月25日

 
 
9月2日

9月14日

 
10月5日

 
10月18日

10月18日

11月7日

11月25日

 
12月21日

12月23日

S-310-37、下部電離圏の
高温度層生成メカニズムの
解明を目的とした実験を 
実施

「はやぶさ」 
試料容器のカプセル収納・
蓋閉め運用が完了

長友信人名誉教授逝去 
（70歳）

「はやぶさ」 
地球帰還に向けた 
本格巡航運転開始

S-520-23で、ロケット放出
リチウム共鳴散乱光による
熱圏風測定

月周回衛星「かぐや」
（SELENE）/H-ⅡA-13

「かぐや」月周回軌道 
投入成功

「かぐや」ハイビジョンカメラ
（HDTV）による 
世界初の月面撮影に成功

「はやぶさ」イオンエンジンを
停止させ、地球帰還へ向けた
第1期軌道変換を完了

「かぐや」ハイビジョンカメラ
（HDTV）による 
「地球の出」の撮影に成功

内之浦宇宙空間観測所 
特別公開

「かぐや」本格観測開始

BESS-Polar実験： 
南極での気球・超伝導 
スペクトロメータの打上げに
成功
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S-310-37組立て

S-520-23集合写真

S-520-23ランチャセット

1月17日　南日本新聞 12月13日　南日本新聞
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2008

S-520-24集合写真

S-310-38集合写真

S-520-24打上げ S-310-38打上げ

2月6日 
 

5月26日

8月2日

 
8月23日

 
10月11日

 
11月

 
 
11月23日

S-310-38、高度150km 
までの三次元プラズマ分布
の観測実験を実施

大樹航空宇宙実験場開設

S-520-24、ロケット飛行中
の微小重力環境を利用した
結晶成長のメカニズム解明
実験

大樹での大気球第1号機 
成功

M-Vロケット実機展示完成
（相模原）

「あかり」全天サーベイ 
赤外線天体カタログ初版が
完成

内之浦宇宙空間観測所 
特別公開
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S-310-38、ドームに到着

風観測のための気球をあげる 定年退職者を送る会

S-520-24からのデータを見る

1月28日　南日本新聞 8月16日　南日本新聞
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2009
1月26日

 
2月4日

 

2月13日

 
2月22日

 
6月11日

 
7月22日

11月1日

 
11月4日

 
11月19日

S-310-39 
（アンドーヤ/ノルウェー）

「はやぶさ」 
イオンエンジン再点火 
地球帰還へ向け 
第2期軌道変換を開始

平尾邦雄名誉教授逝去 
（87歳）

磁気圏観測衛星「あけぼの」
打上げ20周年

「かぐや」観測を終え、 
月面へ制御落下

日本近傍で皆既日食

内之浦宇宙空間観測所 
特別公開

「はやぶさ」 
イオンエンジンに異常発生

「はやぶさ」 
2台のイオンエンジンを 
組み合わせて推進力確保

宇宙科学資料センター展示2

宇宙科学資料センター展示1

宇宙科学資料センター入口
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34mφアンテナと、18mφアンテナの鏡面展示宇宙科学資料センター展示3

「宇宙への架け橋」の欄干には衛星のモニュメント

町中には様々なロケットが飾られている

8月29日　南日本新聞 11月2日　南日本新聞


